
　火は人の暮らしに必要なものですが、火事となればすべてを灰と
化し、人命をも奪う、恐ろしい災害です。特に木造家屋の多い日本
では、古来より大火による被害は甚大で計り知れないものでした。
　火事を消すため最前線で働く消防は今も昔も防災の要

かなめ

で、消防の
道具や組織は時代とともに進化しています。江戸時代から近現代の
消防の様子や使った道具を、地元に残る資料から紹介します。
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問い合わせ　郷土資料館（うのはな館）　 82-1188
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と　き　10月10日（土）～11月29日（日）
午前９時～午後５時　※月曜休館

ところ　郷土資料館（うのはな館）

■発行：東浦町　■編集：広報情報課 
　〒470-2192 愛知県知多郡東浦町大字緒川字政所20番地 TEL：0562-83-3111（代表） FAX：0562-83-9756
■業務時間：月～金曜日 午前８時30分～午後５時15分 ※水曜日は午後７時15分まで（一部窓口のみ）

■閉庁日：土・日曜日、国民の祝日・休日、年末年始（12月29日～１月３日）
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